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○パワハラ対策セミナー
○ビジネスモール
○中小企業会計啓発・普及セミナー

○シニアの採用・戦力化セミナー
　（㈱ティビィシィ・スキャット）

○五木ひろしメモリアルコンサート
　（㈱アイエス）

○クラッカー（悪意のある攻撃者）は今、
　中小企業に狙いを定めています
　（㈱アクシス）
○秋のSPECIAL EVENT
　（㈱ホテル東日本宇都宮）

○必ず売れる仕組み、方法を全面サポート
　（㈱アルフォサポート）
○ヨコ・アンティマガジン
　（㈱ヨコ・アンティ）

○経営者のためのＭ＆Ａセミナー
　（㈱日本M&Aセンター）
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21 インフォメーション
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10月から通知スタート、専門家にきく直前対策Ｑ＆Ａ

御社の対策は大丈夫？
いよいよスタート、
マイナンバー制度！
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マイナンバー制度！
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福祉分野の給付、生活保護

医療保険の給付の請求

ハローワークの事務

雇用保険の資格取得や確認、給付

年金の資格取得や確認、給付
税務署に提出する確定申告書、
届出書、法定調書などに記載

都道府県・市町村に提出する申告書、
給与支払報告書などに記載

防災・災害対策に関する事務

被災者生活再建支援金の給付

被災者台帳の作成事務

図１　マイナンバーが必要になるのは？

など など など

社会保障関係の手続

法定調書・
社会保険
関連届出など

税務関係の手続 災害対策

図２　企業におけるマイナンバーの取り扱い

従業員・扶養親族等

行政機関等税理士事務所等

報酬の支払先
（税理士・講演会講師等） 地主・大家

税務署、市区町村、
ハローワーク、
健康保険組合、
年金事務所

企業

法定調書
の交付

源泉徴収票
などの交付

業務委託

マイナンバー
提供

マイナンバー
提供
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並
木　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
、
住
民
票
を
持
っ

て
い
る
国
民
１
人
ひ
と
り
に
１
つ
ず
つ
割
り
当
て

ら
れ
る
、
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。
ナ
ン
バ
ー

を
見
て
も
そ
こ
か
ら
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
住
所
地
や
生
年
月
日
な
ど
と
関

係
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
番
号
は
す
べ
て
異

な
っ
て
お
り
、
同
じ
家
族
で
も
番
号
が
似
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
外
国
人
で
あ
っ
て

も
住
民
票
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
発
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、法
人
に
は
13
桁
の「
法
人
番
号
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
同
様
、
１
法

人
に
つ
き
１
つ
の
番
号
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
狙
い
の
一
つ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
で
す
。
現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
機
関
な
ど
で
は
、
社
会
保
障
や
税
、
災
害
対
策

な
ど
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
情
報
を
管
理
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
結
び
つ
け

る
こ
と
で
効
率
的
な
情
報
管
理
を
行
っ
た
り
、
各

機
関
同
士
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
連
携
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
が
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
情
報
連
携
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障

の
不
正
受
給
や
、
税
負
担
の
不
公
平
性
な
ど
の
問

題
の
解
決
が
図
ら
れ
ま
す
か
ら
、
公
平
・
公
正
な

社
会
の
実
現
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
に
と
っ
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

に
よ
る
各
種
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

図
１
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
る
分
野
で

す
。現
時
点
で
は「
社
会
保
障
関
係
の
手
続
」「
税

務
関
係
の
手
続
」「
災
害
対
策
」の
３
分
野
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
災
害
対
策
」
は
特
殊

な
ケ
ー
ス
で
す
か
ら
、一
般
的
に
は
「
社
会
保
障
」

「
税
」
の
２
分
野
で
活
用
さ
れ
る
と
考
え
て
良
い

で
し
ょ
う
。

　

今
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
が
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
利
用
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
そ
し
て
平
成
29
年
１
月
に
は
、「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」と
は
、自
分
専
用
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
持
ち
、
そ
こ
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
自
分
の
情
報
を
い
つ
、
ど
こ
と
や
り
と
り

し
た
か
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不

正
な
や
り
と
り
が
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
す
ぐ
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
行
政

機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
、
こ
こ
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
さ
ら
に
広
く
、
地
方
公
共
団
体

等
も
含
め
た
情
報
連
携
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。
将
来
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
利
便
性
も
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
や
、
民
間
の
オ
ン

ラ
イ
ン
取
引
へ
の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

る
事
が
で
き
る
の
は
、
こ
う
し
た
「
将
来
の
利
用

の
拡
大
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
カ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
無
く
し

た
り
し
た
場
合
の
損
失
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
用

意
に
他
者
に
教
え
た
場
合
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、

き
ち
ん
と
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

並
木　

今
年
の
10
月
か
ら
、
個
人
あ
て
に
「
通
知

カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
住

民
票
の
住
所
に
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
も
し
現
住

所
と
住
民
票
の
住
所
が
違
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

今
の
う
ち
に
住
民
票
を
移
す
な
ど
、
対
策
を
立

て
て
お
い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
一
緒
に
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）」
の
申
請
書
と
返
信

用
封
筒
も
入
って
い
ま
す
。
少
し
や
や
こ
し
い
の
で

す
が
、こ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

◎
「
通
知
カ
ー
ド
」　

　

個
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
通
知
す
る
た
め
の
紙

製
の
カ
ー
ド
。
氏
名
や
住
所
な
ど
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
名
前
の
通
り
通
知
が
目
的
な
の
で
、

身
分
証
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◎
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」　

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
他
に
氏

名
や
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
が
顔
写
真
つ
き

で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
と
同
様
に
、
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
内
部
に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」

に
同
封
さ
れ
て
い
た
申
請
書
に
本
人
の
顔
写
真
を

貼
っ
て
、
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
り
ま
す
。
カ
ー
ド
は
市
町

村
の
窓
口
で
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
受
け
取

る
事
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
目
に
す
る
機
会
が
増
え
た「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」。
国
民
１
人
ひ

と
り
に
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
新
た
な
制
度
で

す
。
企
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
同
制
度
に
つ
い
て
、
税
の
専
門
家
で
関
東
信
越
税

理
士
会
宇
都
宮
支
部
の
並
木
正
裕
業
務
対
策
部
長
と
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
精
通
し
た（
一
社
）栃

木
県
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
の
池
田
勇
介
理
事
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

10
月
か
ら
通
知
ス
タ
ー
ト
、専
門
家
に
き
く
直
前
対
策
Ｑ
＆
Ａ

御
社
の
対
策
は
大
丈
夫
？　

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
！

並
木　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
と
し
て
、
企

業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
大
き
く
分
け
て
「
関

係
業
務
の
確
認
と
対
応
」「
安
全
管
理
の
確
認

と
対
応
」
そ
し
て
「
従
業
員
教
育
」
で
す
。

　

図
２
は
、
企
業
と
従
業
員
、
行
政
機
関
な
ど

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
の
概
略
で

す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
実
際
に
利
用
す
る
の
は
個
々

の
国
民
と
行
政
な
ど
関
係
機
関
で
す
が
、
企
業

関東信越税理士会宇都宮支部　
業務対策部長
あすか中央税理士法人 代表社員

税理士　並木  正裕氏

一般社団法人
栃木県情報サービス産業協会　理事
株式会社アイ・シー・エス　

代表取締役会長    池田  勇介氏

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、ど
ん
な
も
の
？

制
度
の
導
入
と
企
業
の
対
応

特集 マイナンバー制度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
ん
な
制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
民
間
企
業
に
と
っ
て

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」は

ど
ん
な
対
応
が
必
要
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ1

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て

通
知
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ｑ2

Ｑ3



図５　法令で保管期間が定められている書類

税関係

社会保険関係

退職した日から２年間健康保険・厚生年金保険
に関する書類

退職した日から３年間労災保険関係書類

退職した日から４年間雇用保険関係書類

提出期限の属する年の
翌年１月10日の
翌日から７年間

退職所得の受給に
関する申告書

扶養控除等申告書

保管期間書類名

図３　マイナンバー対応ロードマップ

平成27（2015）年10月

その他

税関係業務

雇用保険関係業務

健康保険・
厚生年金関係業務

企業

平成29（2017）年１月平成28（2016）年１月

個　人

従業員教育 従業員教育

「通知カード」による
マイナンバーの通知

「個人番号カード」
受付開始 マイナポータル開始

（従業員への説明、社内規程の整備、
システム対応）

事前準備 従業員からの
マイナンバー取得可能

資格取得届・喪失届などで利用開始

資格取得届・喪失届
などで利用開始

期中退職者の源泉徴収票
などで利用開始

法定調書の作成・
提出手続で利用開始

税理士や社会保険労務士などの業務委託先が
適切な安全管理措置をとっていることを確認したか？

パソコンにウイルス対策ソフトを導入したか？　
外部ネットワークとの接続箇所にファイアウォールを設置したか？

給与計算ソフトなどの利用者を、ユーザー管理機能
（ユーザーＩＤ、パスワードなど）により、限定したか？

給与計算ソフトなどを利用する
パソコンの配置場所を検討したか？

給与計算ソフトなどの業務ソフトについて、
安全管理のために必要な機能が備わっているか確認したか？

個人番号の利用目的を全従業員に説明したか？

番号制度の要点、禁止事項などについて、
社内研修などで周知したか？

マイナンバーの取得・保管・廃棄や、
法定調書等の作成に関する業務日誌を整備したか？

マイナンバーが記載された書類の廃棄方法を決めたか？

（施錠可能なキャビネット等）
マイナンバーが記載された書類の保管方法を決めたか？

業務ごとのマイナンバーの取得時期や取得方法、
本人確認の方法を決めたか？

マイナンバーを取り扱う自社の業務を洗い出したか？

マイナンバーの事務取扱担当者・責任者を決めたか？1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

図４　マイナンバー対応チェックリスト

チェック欄実施予定日項　　　　目
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は
そ
の
間
に
立
っ
て
、
従
業
員
や
そ
の
家

族
か
ら
提
供
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
が
必
要
な
業
務

は
、
大
き
く
分
け
て
「
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
関
係
」「
雇
用
保
険
関
係
」「
税

関
係
」
で
す
。
具
体
的
に
は
源
泉
徴
収

票
や
支
払
調
書
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
保
険
、
雇
用
保
険
関
係
の
届
出
書
な

ど
に
記
載
し
、
行
政
機
関
な
ど
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
理
士
や
社
会
保
険
労
務
士
、

セ
ミ
ナ
ー
講
師
な
ど
へ
の
報
酬
を
支
払
っ
た
場
合

や
、
地
主
・
大
家
に
地
代
や
家
賃
を
支
払
っ
た
場

合
は
、
支
払
先
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
、

法
定
調
書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相

手
が
法
人
の
場
合
に
は
、
法
人
番
号
を
取
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
安
全
管
理
」
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の

管
理
保
全
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
は
「
特
定

個
人
情
報
」
と
し
て
法
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

法
律
に
定
め
ら
れ
た
利
用
目
的
以
外
で
利
用
し

た
り
他
者
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
者
か
ら
取
得
し

た
り
、
取
得
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

保
管
す
る
こ
と
も
、
厳
重
な
制
限
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漏
え

い
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
管
理
措

置
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
書
類
に
記
載
す
る
た
め

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
を
従
業
員
か

ら
い
つ
取
得
す
る
か
、
従
業
員
が
退

職
し
た
場
合
の
情
報
の
破
棄
は
ど
う

す
る
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
を
含

む
書
類
の
管
理
は
ど
う
す
る
か
、
書

類
ラ
ッ
ク
に
入
れ
る
場
合
の
鍵
は
誰

が
ど
う
や
っ
て
保
管
す
る
の
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
決
め
、
実
行
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

図
３
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
す
。
本
格
的
な
利
用
は

平
成
29
年
１
月
か
ら
で
す
が
、
退
職

者
へ
の
源
泉
徴
収
票
作
成
な
ど
に
対

応
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
来
年
１

月
ま
で
に
は
準
備
を
済
ま
せ
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
図
４
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
応
す

る
た
め
に
企
業
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
の
チ
ェッ
ク

リ
ス
ト
で
す
。
す
べ
て
の
企
業
に
あ
て
は
ま
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
参
考
に
自
社
の

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

不
可
欠
な
の
は
「
誰
が
取
扱
責
任
者
と
な
る

か
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
業
務
は
何
か
」「
そ

れ
ぞ
れ
、
い
つ
、
ど
う
や
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取

得
や
本
人
確
認
を
行
う
か
」「
従
業
員
教
育
の

内
容
や
方
法
は
ど
う
す
る
か
」「
書
類
の
管
理
や

破
棄
を
ど
う
す
る
か
」
な
ど
で
す
。

並
木　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
の
際
に
、
会
社
は
従

業
員
に
対
し
て
き
ち
ん
と
利
用
目
的
（「
源
泉

徴
収
票
を
作
成
す
る
」
な
ど
）
を
説
明
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
書
類
（「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」

な
ど
）
を
受
け
取
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
業
員

の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

本
人
確
認
に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
か

ど
う
か
（
番
号
確
認
）」
と
「
そ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
示
し
て
い
る
人
が
本
人
か
ど
う
か
（
身
元

確
認
）」
の
２
つ
の
確
認
作
業
が
あ
り
ま
す
。
従

業
員
が
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
れ
ば

そ
れ
を
提
示
し
て
も
ら
い
、
番
号
確
認
お
よ
び

身
元
確
認
を
行
い
ま
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」や「
住

民
票
」
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
運

転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
も
あ

わ
せ
て
提
示
し
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
正
社
員
な
ど
従
業
員
の
場
合
に
は
、
基
本

的
に
は
身
元
確
認
は
済
ん
で
い
る
と
考
え
、
番
号

確
認
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

税
関
係
で
は
、
扶
養
親
族
の
本
人
確
認
は
従

業
員
自
身
が
行
い
ま
す
。
た
だ
し
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
の
場
合
に
は
、
会
社

が
配
偶
者
の
本
人
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
従
業
員
お
よ
び
扶
養
親
族
の

個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
他
に
、
従
業
員
が
代
理

権
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
配
偶

者
と
の
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
や
世

帯
全
員
の
住
民
票
、
本
人
の
健
康
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

並
木　

大
前
提
と
し
て
、
保
管
す
べ
き
書
類
と
破

棄
す
べ
き
書
類
を
き
ち
ん
と
区
別
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

保
管
す
べ
き
書
類
は
、
図
５
の
通
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
保
管
期
間
も
違
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
は
、
法
令
上
は
保

管
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
従
業
員

に
つ
い
て
は
提
示
だ
け
受
け
て
保
管
し
な
い
方
が

業
務
上
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
し
、
安
全
管
理
面
で
も

問
題
が
生
じ
ま
せ
ん
。

　

書
面
提
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
業
務
日
誌

な
ど
に
本
人
確
認
実
施
に
つ
い
て
記
載
し
、
書
類

自
体
は
不
要
に
な
っ
た
時
点
で
速
や
か
に
破
棄
す

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
間
の
保
管
に
つい
て
は
、

鍵
の
か
か
る
書
類
棚
に
入
れ
て
お
く
な
ど
、
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
律
で
保
管
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
と

も
、
業
務
上
必
要
が
あ
っ
て
保
管
す
る
書
類
も

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
や
は
り
漏
え
い
対

策
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
時

点
で
速
や
か
に
破
棄
し
ま
し
ょ
う
。

　

書
類
を
破
棄
す
る
場
合
に
は
、
焼
却
や
溶
解
、

シ
ュレ
ッ
ダ
ー
な
ど
で
断
裁
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
書
類
全
体
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
箇
所
だ
け
、
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に

塗
り
つ
ぶ
す
方
法
も
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
場

合
は
情
報
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

池
田
　
安
全
管
理
措
置
に
は「
組
織
的
対
策
」「
人

的
対
策
」「
物
理
的
対
策
」「
技
術
的
対
策
」

の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
組
織
的
対
策
」
は
、
組
織
態
勢
の
整
備
や

取
り
扱
い
規
定
の
設
定
な
ど
、
会
社
と
し
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。「
人
的
対
策
」
は
担
当

者
の
決
定
や
教
育
、
従
業
員
教
育
な
ど
で
す
。

「
物
理
的
対
策
」
は
施
錠
で
き
る
机
や
書
類
棚
の

導
入
、
破
棄
に
使
用
す
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
導
入

と
いっ
た
こ
と
で
す
。「
技
術
的
対
策
」
は
情
報

シ
ス
テ
ム
の
強
化
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
見
て
い
き
ま

す
。

①
従
業
員
教
育
（
人
的
対
策
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い
に
関
す
る
従
業
員
の

教
育
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。
情
報
を
扱
う
の
は

人
間
で
す
か
ら
、
人
的
ミ
ス
を
防
ぐ
上
で
重
要

で
す
。
何
度
も
繰
り
返
し
行
い
、
徹
底
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
従
業
員
全
体
だ
け
で
な
く
、
取
扱
担

当
者
の
教
育
も
重
要
で
す
。
意
識
づ
け
に
留
ま

ら
ず
具
体
的
な
作
業
内
容
や
手
順
な
ど
、
細
か

く
教
育
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

教
育
内
容
は
、
折
に
触
れ
て
チ
ェッ
ク
す
る
こ

と
も
忘
れ
ず
に
実
行
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

②
取
り
扱
い
ル
ー
ル
の
決
定
（
組
織
的
対
策
）

　

意
識
づ
け
だ
け
し
て
も
、
具
体
的
に
何
を
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
は
困
り
ま

す
。
ル
ー
ル
を
決
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。
誰
が
責
任
者
か
、
ど
ん
な
業
務
で
取

り
扱
う
の
か
、
ど
う
や
っ
て
保
管
や
破
棄
を
行
う

か
な
ど
で
す
。
並
木
先
生
の
説
明
に
あ
っ
た
チ
ェッ

ク
リ
ス
ト
（
図
４
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

③
担
当
者
の
決
定
（
組
織
的
対
策
、人
的
対
策
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
扱
担
当
者
を
決
定
し
、
そ
の

人
以
外
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
に
触
れ
ら
れ
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
は
細
心
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
情
報
シ
ス
テ
ム

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
従
業
員
か
ら

取
得
す
る
場
合
は
、ど
ん
な
こ
と
に

注
意
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？

書
類
の
保
管
に
は
、

細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

具
体
的
に
は
ど
う
や
っ
て

い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

企
業
の
業
務
で
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
も
含
め
た
安
全
管
理
措
置

に
つ
い
て
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ4

Ｑ5

Ｑ6
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い
よ
う
に
し
ま
す
。
企
業
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
複
数
人
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

で
き
る
だ
け
絞
って
く
だ
さ
い
。

④
保
管
の
徹
底
（
物
理
的
対
策
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い

て
は
、
必
ず
施
錠
で
き
る
書
類
棚
に
保
管
す
る

こ
と
。
短
い
時
間
で
も
机
を
離
れ
る
場
合
に
は
、

必
ず
戻
し
て
施
錠
す
る
こ
と
。
必
要
が
な
く
な
っ

た
か
ら
と
いっ
て
、
不
用
意
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た

り
せ
ず
、
き
ち
ん
と
破
棄
す
る
こ
と
な
ど
が
大

切
で
す
。

⑤
パ
ソ
コ
ン
管
理
の
徹
底
（
技
術
的
対
策
）

　

ま
た
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
書
類
作

成
や
給
与
計
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
の
使
用
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
扱
う
パ
ソ
コ
ン
を
限
定
し
、
使
用
権

限
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
を
行
う
こ
と
は
不
可
欠

で
す
。
ソ
フ
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が
設
定

で
き
る
場
合
は
、
行
っ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

暗
号
化
な
ど
も
導
入
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
管
理
措
置
を
行
う
こ
と
は
、
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
企
業
の
社
会
的

信
用
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
全
社
的
に
取
り

組
ん
で
、
企
業
の
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
活
用
す
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

池
田
　
近
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
接
続
し
て
い
る
の
が
、
当
た

り
前
に
な
って
い
ま
す
。
し
か
し
不
正
ア
ク
セ
ス
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
厳
重
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
ユ
ー
ザ
ー
管
理
や
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
の
機
能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
暗
号
化
な
ど
、
情
報
へ
の
不
正
ア

ク
セ
ス
防
止
機
能
も
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
出
力
（
印
刷
な
ど
）
を
制
限
す
る
機

能
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
削
除
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
誰
が
い
つ
使
用
し
た
か
と
い
う

ロ
グ
（
操
作
記
録
）
の
自
動
保
存
機
能
も
欲
し

い
と
こ
ろ
で
す
（
図
６
）。

　

そ
れ
だ
け
で
安
心
せ
ず
、
も
う
一
段
進
ん
だ

対
策
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
で
す
。
最
近
は
Ｕ
Ｔ
Ｍ

（
統
合
脅
威
管
理
）
と
い
う
、
フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー

ル
や
ア
ン
チ
ウ
ィ
ル
ス
、
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
が

登
場
し
、
安
価
な
も
の
で
あ
れ
ば
コ
ピ
ー
機
リ
ー

ス
料
金
程
度
で
導
入
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
も
の
を
活
用
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
信
頼
度
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

か
ら
、
あ
る
程
度
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
メ
リ
ッ
ト

は
あ
り
ま
す
。

並
木　

第
一
に
、
正
社
員
以
外
の
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
障
や
税
の
書
類
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
正
社
員
に
準
じ
ま
す
が
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
は
身
元
確
認
を
せ
ず
に
雇
用
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
は
、
改

め
て
身
元
確
認
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
場
合
は
、
報
酬
支
払
い
や
家
賃
支
払

い
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金
の
支
払
調

書
（
税
理
士
等
への
報
酬
や
講
師
謝
金
な
ど
）

②
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書
（
大
家
や

地
主
への
家
賃
、
地
代
な
ど
の
支
払
い
）

③
不
動
産
等
の
譲
り
受
け
の
対
価
の
支
払
調
書

（
不
動
産
等
の
譲
渡
者
への
支
払
い
）

④
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
手

数
料
の
支
払
調
書
（
不
動
産
売
買
や
貸
付
け

の
あ
っ
せ
ん
を
し
た
者
へ
の
手
数
料
支
払
い
）

⑤
配
当
、
剰
余
金
の
分
配
及
び
基
金
利
息
の
支

払
調
書
（
株
主
への
利
益
配
当
な
ど
の
支
払
い
）

　

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

目
的
は
き
ち
ん
と
説
明
し
て
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、②
の「
不
動
産
の
使
用
料
等
」

で
は
、
年
間
支
払
い
合
計
額
が
15
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、
提
出
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
取
得
し

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
提
出
す
れ
ば
利
用
目
的
の

範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

並
木　

対
面
に
よ
る
本
人
確
認
が
本
来
の
あ
り
方

で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
そ
れ
が
難
し
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
大
家
や
地
主
が

遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。

　

そ
の
場
合
に
は
、
書
面
や
メ
ー
ル
、
代
理
人
に

よ
る
確
認
な
ど
が
可
能
で
す
。

①
書
面
に
よ
る
取
得

　

大
家
な
ど
、
継
続
し
て
取
引
の
あ
る
相
手
の

場
合
に
は
、
理
由
や
方
法
な
ど
を
書
い
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
提
供
依
頼
の
文
書
を
送
付
し
、
通
知
カ
ー

ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
を
貼
付
け
て
返

送
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、可
能
で
す
。
そ
の
場
合
、

書
面
に
は
相
手
の
住
所
氏
名
を
印
字
す
る
こ
と
、

そ
の
書
面
を
そ
の
ま
ま
返
送
し
て
も
ら
う
（
コ

ピ
ー
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
送
っ
た
書
面
に
貼
付

け
て
も
ら
う
）
こ
と
が
肝
心
で
す
。

②
メ
ー
ル
に
よ
る
取
得

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
両
面
）
か
、
通
知
カ
ー

ド
と
写
真
付
き
身
分
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し

と
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の
い
ず
れ
か
を
、
ス

キ
ャ
ナ
や
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
な
ど
で
デ
ー
タ
化

し
、
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
、

そ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
別
便
で
送
る
な
ど
の
工
夫
が

不
可
欠
で
す
。

③
代
理
人
に
よ
る
取
得

　

こ
ち
ら
が
依
頼
し
た
か
、
相
手
が

依
頼
し
た
か
で
や
り
方
は
変
わ
り
ま

す
が
、
代
理
人
に
依
頼
す
る
方
法
も

可
能
で
す
。

並
木　

法
人
番
号
に
つ
い
て
、
少
し
説

明
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
最
初
の
項

目
で
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
法
人

ご
と
に
つ
け
ら
れ
る
13
桁
の
番
号
で
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
同
様
ラ
ン
ダ
ム
な
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
調
書
や
申
告
書
、
社
会
保
険
関
係
書
類
な

ど
を
提
出
す
る
際
に
記
載
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
株
式
会
社
な
ど
会
社
組
織
だ
け
で

な
く
、
国
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
他

の
法
人
や
団
体
に
対
し
て
も
１
法
人
１
つ
ず
つ
、

国
税
庁
長
官
が
指
定
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
１
法

人
で
す
か
ら
、
支
店
や
事
業
所
、
個
人
事
業
主

に
は
指
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

法
人
番
号
も
、
個
人
番
号
と
同
様
に
今
年
10

月
か
ら
通
知
書
送
付
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
登
記
上
の
所
在
地
に
送
ら
れ
ま
す
か
ら
、

も
し
所
在
地
情
報
を
変
更
し
忘
れ
て
い
る
場
合

は
、
急
い
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
法
人
番
号
は
名
称・所
在
地
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
デ
ー
タ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。
ま
た
利
用
制
限

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用
の
拡
大
や
、
民
間
ベ
ー

ス
で
の
活
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
身
元
確
認
に
使
用
さ
れ
て
い

た
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）」

は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
発
行
に
合
わ
せ
て
、

新
た
な
発
行
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
「
住
基
カ
ー
ド
」
は
引

き
続
き
有
効
期
限
ま
で
は
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
が
、早
め
に「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

へ
の
切
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」を
市
町
村
窓
口
で
受
け
取
る
際
に
、「
住

基
カ
ー
ド
」
の
回
収
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
制
度
な
の
で
、
分
か
り
に
く
い
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
は
、
私
ど

も
税
理
士
が
身
近
な
専
門
家
と
し
て
い
つ
で
も

相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

池
田　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
身
分
証
明
書
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、

レ
ン
タ
ル
店
な
ど
で
カ
ー
ド
を
作
る
際
に
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
提
示
を
求
め
ら
れ
、
番
号
を
写

さ
れ
た
り
、
免
許
証
全
体
を
コ
ピ
ー
さ
れ
た
経

験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
後
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
を
本
人
確
認
に
使
用
す
る
場
合
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
提
示
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
店
側
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
行
為

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
準

備
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
実
施
に
こ
ぎ

つ
け
た
感
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
用

途
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
徐
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
連
携
が
拡
大
し
、
企
業
活
動
や
市

民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
特
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
部
門
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
意
や
対
応
策

が
不
可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
情
報
サ
ー
ビ

ス
関
連
企
業
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

い
か
が
で
し
た
か
？　

同
制
度
に
つ
い
て
は
、

当
所
で
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
記
事
内
容
は
、
平
成
27
年
8
月
31
日
現
在
）

従
業
員
以
外
の
人
か
ら
の
取
得
は
？

身
分
証
明
の
際
は

ナ
ン
バ
ー
に
注
意
を

従
業
員
以
外
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
、

記
載
す
る
ケ
ー
ス
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

直
接
対
面
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
す
る
の
が
難
し
い
場
合
に
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
他
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

企
業
が
注
意
す
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ8

Ｑ9
給
与
計
算
シ
ス
テ
ム
な
ど

企
業
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

見
直
し
の
際
に
、注
意
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ7

Ｑ10
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」に

投
票
を
お
願
い
し
ま
す
！

第
５
期
う
つ
の
み
や
親
善
大
使

一 

次
審
査（
書
類
選
考
）を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

昨
年
に
引
き
続
き
、「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
」に
、
当

所
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
当
女
性

部
が
、
平
成
25
年
７
月
の
商
工
会

議
所
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業

に
あ
わ
せ
て
作
製
し
た
も
の
で
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
今
や
イ
ベ
ン
ト

に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
の
各
地
大
会
に

お
い
て
も
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
登
場
し

て
い
ま
す
。

　
「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」は
、
栃

木
県
内
各
市
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
チ
ー
ム「
と
ち
ぎ
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ズ
」に

加
入
し
て
お
り
、
栃
木
県
や

宇
都
宮
市
等
の
事
業
や
イ
ベ

　

第
５
期「
う
つ
の
み
や
親
善
大

使
」の
一
次
審
査（
書
類
選
考
）を
８

月
24
日（
月
）、
当
所
会
員
談
話
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は「
う
つ
の
み
や
親
善

大
使
」事
業
を
平
成
23
年
度
か
ら
継

続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

４
年
間
で
9
人
の「
う
つ
の
み
や
親

善
大
使
」を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
年
間
の
実
績
も
あ
り
、
知
名

度
も
増
し
、
昨
年
は
青
年
部
事
業

を
は
じ
め
、「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
等

ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
知
名
度
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
当
所
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
」の
投
票
は
こ
ち
ら

http
://w

w
w

.yurugp
.jp

/vote/
detail.php?id=

00002371

（
副
会
長　

花
田
静
子
）

の
17
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
５
つ

の
メ
デ
ィ
ア
に
出
演
す
る
ま
で
に
至

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
第
５
期
と
な
る「
う
つ

の
み
や
親
善
大
使
」を
募
集
し
た
と

こ
ろ
11
人
の
応
募
が
あ
り
、
最
終

審
査（
面
接
審
査
）を
前
に
、
一
次
審

査
と
し
て
書
類
選
考
を
し
ま
し
た
。

　
「
う
つ
の
み
や
親
善
大
使
」が
宇

都
宮
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
、
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

を
働
き
か
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で

宇
都
宮
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
な「
う
つ
の
み
や
親
善
大

使
」に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
本
事
業
を
通
じ
て
、
青

年
部
メ
ン
バ
ー
が
相
互
協
力
を
し
、

イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
の
努
力
を
す
る
こ

と
で
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
人
間
力

の
成
長
や
企
業
繁
栄
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
も
の
を
掴
ん
で
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
新
た
な
第
５
期「
う
つ

の
み
や
親
善
大
使
」が
誕
生
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
交
流
委
員
会　委

員
長　

鈴
木　

康
史
）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東日本電信電話㈱
栃木支店
支店長

長谷川　達彦氏
（平成 27年６月 19日付）

東日本電信電話㈱
栃木支店
理事・支店長

奥本　雅之氏

議員

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 

求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









真剣なまなざしで、「うつのみや親善大使」の
一次審査（書類選考）をする青年部メンバー

当所キャラクター「しょうちゃん」

総
務
部
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問合せ

当
所
会
員
事
業
所
限
定
！

自
社
の
新
商
品
等
を
マ
ス
コ
ミ
に
P
R
し
て
み
ま
せ
ん
か

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
・
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

　
「
素
晴
ら
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
し
た
も
の
の
、
な
か
な
か

知
っ
て
も
ら
え
な
い
」、「
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」、「
広
告
を
出
し
た
い
が
金

銭
的
に
難
し
い
」な
ど
の
お
悩
み
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
企

業
の
方
は
、
ぜ
ひ「
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」お
よ
び

「
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

第
１
部
で
は
、
Ｐ
Ｒ
関
連
の
悩

み
を
も
つ
会
員
の
方
に
対
し
て
、
新

商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
、
新
分
野
進

出
、
新
店
舗
オ
ー
プ
ン
な
ど
の
情

報
を
、
マ
ス
コ
ミ
へ
効
率
的
に
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、
会
員
相
互
の

情
報
交
流
と
新
た
な
人
脈
づ
く
り
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た「
会
員

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
」参
加
者
を
対
象
に
、
事
前
に
参

加
者
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。
立

食
形
式
で
自
由
に
情
報
交
換
が
で

き
ま
す
の
で
、
人
脈
づ
く
り
に
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
別

の
面
談
ブ
ー
ス
も
設
け
る
予
定
で
す
。

【
日
時
】　

11
月
17
日（
火
）

◎
第
１
部　

午
後
4
時
〜

◎
第
２
部　

午
後
5
時
〜
7
時

【
会
場
】 

宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

【
参
加
料
】　

◎
第
１
部　

無
料

◎
第
２
部　

１
人
２
、0
0
0
円

【
定
員
】　

◎
第
１
部　

５
社（
発
表
企
業
）

◎
第
２
部　

50
社（
先
着
順
）

※
第
１
部
参
加
希
望
企
業
の
方
に
対

し
て
事
前
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
第
1
部
の
視
聴
は
第
2
部
に
参
加

さ
れ
る
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
申
込
】　

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
お
よ
び
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】　

◎
第
１
部　

９
月
30
日（
水
）

◎
第
２
部　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

平
成
27
年
度
第
２
回
常
議
員
会
を
開
催

常
議
員
会

　

平
成
27
年
度
第
２
回
常
議
員
会

を
８
月
26
日（
水
）、
市
内
ホ
テ
ル

で
役
員
30
人
が
出
席
し
開
催
し
ま

し
た
。

　

常
議
員
会
で
は
、「
平
成
27
年
度

収
支
予
算
の
補
正
」、「
宇
都
宮
商

工
会
議
所
経
営
発
達
支
援
計
画
の

承
認
」、「
宇
都
宮
商
工
会
議
所
福

利
厚
生
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改

正
」、「
会
員
及
び
特
別
会
員
の
加

入
承
認
」、「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
第
三
セ
ク
タ
ー

運
営
会
社
へ
の
出
資
」な
ど
５
議
案

が
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
に
は
、
宇
都
宮
美

術
館
主
任
学
芸
員
の
橋
本
優
子
氏

を
お
迎
え
し「
宮
染
め
の
歴
史
と
地

域
資
源
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
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約
５
億
８
０
０
万
円
分
の
商
品
券
を
換
金
（
６
月
29
日
～
７
月
21
日
取
扱
分
）

〈
換
金
率
約
28・２
％
〉

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
実
行
委
員
会
で
は
、
取
扱
店
か

ら
、
６
月
29
日
か
ら
７
月
21
日
ま

で
の
使
用
済
商
品
券
の
換
金
申
請

を
受
け
付
け
、
総
発
行
額
の
約
28
・

２
％
に
あ
た
る
約
５
億
８
０
０
万

円
分
を
換
金
し
、
取
扱
店
に
送
金

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
取
扱
店
の
換
金
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
商
品
券
有
効
期
限
】

　

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）

【
換
金
期
限
】

　

平
成
27
年
12
月
22
日（
火
）

【
換
金
締
切
日
・
振
込
日
】

　

毎
月
27
日
締
め
翌
月
15
日
振
込

【
換
金
窓
口
へ
の
持
込
日
】（
中
小
店
の
み
）

　

毎
週
火
曜
日

宇
都
宮
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

実
行
委
員
会

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
1
4-

8
2
0
1

問合せ

国
の
無
担
保・無
保
証
人
の

融
資
制
度・マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

マ
ル
経
融
資

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
等
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改

善
を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業

者
の
方
々
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
、
無
担
保
・
無
保
証
人
、
低
金

利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
国（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）の
公
的
融
資
制
度

で
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方
。

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人

の
役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家

族
従
業
員
は
従
業
員
と
み
な
し

ま
す
）。

◎ 

宇
都
宮
市
内
で
１
年
以
上
営
業

し
て
お
り
、
商
工
会
議
所
の
経

営
指
導
を
６
カ
月
以
上
受
け
て

い
る
方
。

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方
。

◎ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに約３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に添えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.25％
（平成27年8月31日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要 新

入
会
員
の
紹
介

平
成
27
年
3
月
18
日
か
ら
4
月
30
日
ま
で
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱メガネのつぐみ 宇都宮市下岡本町4536-3 028-680-5721 メガネ・雑貨等販売

葬儀社金輪㈱ 宇都宮市駒生町1287 028-612-7009 葬儀

LA PORTE 下野市石橋237-4 090-2629-1445 不動産、レンタルオフィス

㈱真京商事 宇都宮市塙田2-2-8 028-688-7212 飲食（和食）

グッドリフォームサービス 宇都宮市東町181-4 028-663-7798 内外装リフォーム工事

美容室バブシーン 宇都宮市西1-3-2 YSビル1F 028-612-4757 美容室

㈱アクシア 鹿沼市松原3-205 0289-74-7448 飲食（カクテルバー）

apricot nail 宇都宮市中央5-6-4 070-5015-0130 ネイルサロン

㈱平松総合企画 宇都宮市平松本町337 メゾンドベル8 1F 028-637-5545 液化ガス販売、仲介、管理

松本塗装 宇都宮市兵庫塚1-12-13 028-655-6191 外壁塗装・屋内塗装

㈱昊大 宇都宮市陽東4-8-29 028-612-2454 墓石・仏壇販売

シニア向けスマイルサポートしるぱそ 宇都宮市下岡本町4539-1 070-5371-7747 生涯現役支援、パソコン出張指導、ホームページ作成、文書作成代行

㈱ブレーン　宇都宮支店 宇都宮市東宿郷1-4-9　MKビル3階 028-678-2903 講演会企画

合同会社ハッスルウェブ 宇都宮市御幸ヶ原町146-68 028-307-2146 WEBページ製作、ソフトウェア開発

㈲水光建設コンサルタント 宇都宮市鶴田町1740-17 028-648-3656 水位測量

石浜敬市 宇都宮市細谷町764-5 028-621-8407 不動産賃貸

㈱サンプラン 宇都宮市東宿郷5-3-9 チサンマンション105 028-908-0880 不動産売買・賃貸・仲介

五月女内装 宇都宮市下岡本町178 080-1166-5447 内装工事

とりのすけ本舗 宇都宮市江曽島町1449 028-658-2929 飲食（からあげ・弁当）

シューキャクマン㈱ 宇都宮市大通り5-2-8 アサノ大通り第一ビル6階 028-612-2255 広告代理、有料職業紹介

杉本美容室 宇都宮市越戸町30-30 028-663-3263 美容室

㈱システムベース　北関東支店 宇都宮市下栗1-4-4 028-651-2005 システム運用、ソフトウェア開発

中島（一）塗装 宇都宮市南高砂町11-5 028-680-4743 塗装

㈱温泉宅配便 宇都宮市氷室町1785-11 028-670-6900 温泉宅配

㈱ミナミハウジング 宇都宮市菊水町6-15 028-610-0511 不動産売買・仲介・管理

㈱ゆうわ 宇都宮市一条2-9-30 028-637-1080 不動産売買・管理、工場・店舗建設

㈲増田製鋲所 宇都宮営業所 宇都宮市陽東5-13-6 028-662-2955 ステンレスねじ小売

㈱椎貝建設 宇都宮市竹下町361-3 028-667-1313 型枠大工工事

㈱ＮＳＴＰ 宇都宮市西川田本町2-9-52 028-680-6046 コンクリートビル建設

㈱カソプアト 宇都宮市道場宿町1231 028-667-3611 鶏卵販売、農産物生産・販売

川俣商販㈱ 宇都宮市東簗瀬1-6-12 028-633-7147 リフォーム、建材卸売、石油製品配送

㈲太陽空調 宇都宮市砥上町332-16 028-648-6064 空調設備工事

㈲栃木労務管理事務所 宇都宮市西一の沢町15-34 028-648-8426 労務管理事務

江面電設 宇都宮市鶴田町177-10 028-649-3038 電気工事

篠原運送 宇都宮市西刑部町1567 028-656-0570 運送

（平成27年3月18日～4月30日加入分　順不同・敬称略）   ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
の
経
営
に
役
立
つ
各
種
情
報
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す

商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
は
じ
め

地
域
事
業
者
向
け
に
有
益
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る「
商
工
会

議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
商
工

会
議
所
お
よ
び
行
政
機
関
等
が
作

成
し
た
中
小
企
業
の
経
営
に
役
立

つ
各
種
資
料
等
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

電
子
書
籍
形
式
で
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.u-cci.or.jp

）

で「
商
工
会
議
所
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦

に
よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

宇
都
宮
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以

上
営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た

し
て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
、
ま
た
は
直
近
決
算
の

平
均
月
商
の
お
お
む
ね
3
倍
ま
で
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ
し
設
備

資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
〜
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
円
滑
な
事

業
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次

世
代
へ
の
経
営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な

承
継
を
支
援
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営
に
関

す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各
種

検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

ビジネスプランの作成準備

創業者の心構え

地域の創業者による体験談

創業ビジョンとビジネスモデル

ソーシャルビジネス概論

ビジネスプラン作成　
ワークショップ①

マーケティングの基礎知識

Ｗｅｂマーケティング
の活用方法

ビジネスプラン作成　
ワークショップ②

営業・販売戦略

会計、税務の基礎知識

経営法務

経営法務

公的支援制度について

資金調達・融資制度

ビジネスプラン作成　
ワークショップ③

プレゼンテーション

実施日 時 間 テ ー マ 内 容

●参加者各自がビジネス
　プランを発表し合う

●最終的にビジネスプランを
  まとめ上げる

●創業者融資制度
●資金計画と資金調達の方法

●商工会議所の経営支援
●補助金等の公的支援制度

●労働社会保険の加入　
●労働管理の基礎

●採用　●就業規則

●営業の許認可・届出　
●個人事業と法人設立
●商取引にかかわる法律の基礎

●事業に係る税金

●帳簿を付ける　
●税務申告（個人と法人）

●販路開拓

●商圏把握　　
●売上予測と損益計画

●ビジネスモデル、マーケテ
 ィングについて、参加者同
  士、交流し合う

●ホームページ作成　
●ＳＮＳ活用

●ＩＴ活用の奨め ●業務管理

●市場分析、自社の商品・
　サービスの強み

●マーケティングの基礎理論

●ビジネスアイディアについて、
　参加者同士、交流し合う。

●地域課題解決・地域活性化
　ビジネスの事業アイデア

●事業領域　　
●ビジネスモデルの作り方

●経営理念の重要性　　
●経営戦略

●創業体験談　　
●創業に当たっての心構え

●起業を成功に導く要素
●起業家に求められる能力

●ビジネスプラン作成の意義、
　目的、作成準備

  9:00~
10:00

10:00~
11:00

11:00~
12:00

13:00~
16:00

  9:00~
10:00

10:00~
12:00

  9:00~
12:00

13:00~
16:00

13:00~
15:00

15:00~
16:00

  9:00~
12:00

13:00~
14:00

14:00~
14:30

14:30~
15:00

15:00~
16:00

9:00~
12:00

13:00~
17:00

10/3
土

10/4
日

10/10
土

10/17
土

10/11
日

創業スクール カリキュラム

※内容の一部に変更のある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

「
創
業
ス
ク
ー
ル
」の
受
講
者
を
募
集   

～
夢
を
現
実
に
！ 

独
立
開
業
へ
の
第 

一 

歩
！
～

宇
都
宮
創
業
ス
ク
ー
ル

　

当
所
で
は
、
創
業
を
予
定
し
て

い
る
方
々
を
対
象
に
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
の「
創
業
ス
ク
ー
ル
」を
開

催
し
ま
す
。

　

創
業
の
心
構
え
や
必
要
な
手
続

き
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な

ど
、
講
師
が
熱
心
に
指
導
し
ま
す
。

　

５
日
間
の
短
期
集
中
講
義
で
、

創
業
に
関
す
る
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

創
業
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

担
当
者
な
ど

【
内
容
】

創
業
の
心
構
え
、
開
業
に
必
要
な

手
続
き
、
事
業
ア
イ
デ
ア
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成

な
ど

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
受
講
料
】１
０
、８
０
０
円

【
申
込
】

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
当

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
３
日（
土
）、
４
日（
日
）、

10
日（
土
）、
11
日（
日
）、
17
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
最
終
日
の

の
み
午
後
５
時
ま
で
）

【
会
場
】当
所
大
会
議
室

【
講
師
】

中
小
企
業
診
断
士
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
宇
都
宮
支
店（
国
民
生
活
事
業
）

所
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
は
、
当
所
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.u-cci.or.jp)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

送
を
ご
希
望
の
場
合
に
は
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合



商工会議所共済制度

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

1415 September 2015

　

当
所
で
は
、
９
月
15
日（
火
）か

ら
11
月
30
日（
月
）に
か
け
て
、
福

祉
団
体
定
期
保
険
の
引
受
会
社
で

あ
る
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同

で
、
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
商
工
会

議
所
福
祉
制
度
」を
会
員
の
皆
さ

ま
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事

業
所
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
お
役

立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
」に
は
、

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
の
扱
う
各
種

保
険
や
、
会
員
限
定
の
ふ
れ
あ
い

共
済
な
ど
が
あ
り
、
経
営
者
・
役

員
の
皆
さ
ま
の
保
障
や
退
職
金
準

備
金
の
ほ
か
、
入
院
・
介
護
・
老

後
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ

ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制

度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・

推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
で

運
営
し
て
い
る
組
織
で

す
。

※
ふ
れ
あ
い
共
済
と
は

　

ふ
れ
あ
い
共
済（
入

院
給
付
金
付
災
害
割
増

特
約
・
ガ
ン
死
亡
特
約

付
福
祉
団
体
定
期
保
険
）は
、
当

所
会
員
限
定
の
共
済
制
度
で
、
死

亡
や
高
度
障
害
、
ケ
ガ
に
よ
る
入

院
に
対
す
る
保
障
の
ほ
か
、
当
所

独
自
の
見
舞
金
・
祝
金
の
給
付
制

度
が
あ
り
、
事
業
主
の
方
の
保
障

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
当

所
職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険

㈱
の
社
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に「
保
険
証
券
分
析
」を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
現
在
ご
加
入
の
保

険
内
容
が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の

か
ど
う
か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命

保
険
㈱
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
保
険
や
ふ
れ
あ
い
共
済

を
ご
成
約
の
方
、
保
険
証
券
分
析

を
実
施
さ
れ
た
方
に
は「
雷
都
物

語
手
作
り
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

や
従
業
員
の
方
の
福
利
厚
生
に
適

し
て
い
ま
す
。
1
年
更
新
で
、
医

師
の
審
査
な
し
で
加
入
で
き
、
業

務
内
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
さ

れ
ま
す
。
詳
し
い
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個別事案の対応、メンタルヘルス対策導入方法、復職支援、
　　　　	ストレスチェック実施方法など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答			「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、	相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 10月13日	午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日）	
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 9月18日、10月2日	午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
 各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。
会場  

法律相談・	弁理士知財相談	・	1日知財窓口	・	
メンタルヘルス相談は		宇都宮商工会議所

☎028-637-3131

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な
ど

を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
貸

会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。　

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
利

用
し
や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます。

〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

9月の
ふれあい共済等

振替日

9月24日（木）

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

共
済
制
度

保険証券分析で
｢雷都物語手作りいちごジャム｣プレゼント！

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0
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	「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605	5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115	5028-639-1116

入会希望事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書をFAXで送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　

総
務
部

　
☎	

0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

	

0
2
8-

6
3
4-

8
6
9
4

問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種 電力販売 代表執行役員		南木	徹さん

〈所在地〉
宇都宮市江曽島町2-3-13

☎028-688-8880

総合エネック(株)

〜
新
電
力
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す
〜

◎
現
在
、
一
般
の
電
力
会
社
を
利
用
し
て

　

い
る

◎
高
圧
電
力
を
受
電
し
て
い
る

◎
電
気
料
金
が
高
い
と
感
じ
る

◎
だ
か
ら
と
い
っ
て
設
備
投
資
は
厳
し
い

　

全
て
に
該
当
す
る
方
は
新
電
力
に
契

約
を
変
更
す
る
だ
け
で
、
電
気
料
金
が

安
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
状
況
に
よ
り
、
メ

リ
ッ
ト
が
出
せ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

本
当
の
宮
っ
子
が
居
た
宮
ま
つ
り

ク
ー
ル
ビ
ズ
慣
れ
て
会
議
も
だ
れ
て
来
る

収
益
の
嵩
上
げ
を
し
て
見
栄
を
張
り

靖
国
に
祀
ら
れ
て
知
る
負
け
戦

朝
顔
の
数
定
ま
り
て
満
ち
足
り
る

甲
子
園
砂
を
涙
の
手
で
集
め

甚
平
に
馴
れ
て
定
年
板
に
つ
き

送
り
盆
茄
子
を
胡
瓜
に
乗
り
替
え
る

就
活
へ
ビ
ル
の
高
さ
を
見
て
帰
る

盆
提
灯
ゆ
れ
て
故
郷
の
風
を
知
る

福
士
美
枝
子

鈴
木
芙
美
子

毛
利　

主
税

小
野
口　

博

柏
村
久
美
子

宮
田　

ミ
チ

渡
辺　

一
郎

飯
塚　
　

藤

大
塚　

栄
子

田
﨑　

武
一

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
216
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
バ
ン
バ
の
話
尽
き
ず
別
れ
る
。

〈
評
〉
扇
子
の
蔭
へ
欠
伸
隠
し
て
。

〈
評
〉
一
人
占
め
よ
り
富
は
配
分
。

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

「覚悟」

僕
ら
は
前
に
進
め
な
い
理
由
を

あ
れ
こ
れ
見
つ
け
る
の
が
上
手
く
な
っ
て
き
ま
す
が

要
は
覚
悟
が
で
き
て
る
か
ど
う
か
だ
け
だ
っ
た
り

す
る
ん
で
す
よ
ね
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である双
葉（そうよう）に師事。東京理科大学、Ｎ
ＴＴ退社後、ストリートからはじめる。Ｎ
ＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」
など数々の題字を手がける。全国でユニー
クな個展を開催。著書は、作品集【絆】、【上
機嫌のすすめ】など 20を超える。書道教
室は約３００名（２００５年より満席状態
が続く）。公式ブログ「書の力」のアクセ
ス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
県立博物館・県立美術館・総合文化センター3館連携特別企画
「名前に“日光”がつく動植物」
10月3日（土）〜平成28年1月24日（日）
　ニッコウエンマコガネ、ニョホウチドリ、チュウゼンジキセルなど、日
光にちなんだ名前を持つ生き物たちを紹介、展示。（同館ＨＰより）
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「夢見るフランス絵画　印象派からエコール・ド・パリへ」
9月20日（日）〜11月23日（月・祝）
　絵画の歴史に革命を起こした印象派の画家たち。フランス絵画史
に燦然と輝く16作家71点の作品が絵画を見ることの喜びに満ちた
夢の世界へと案内する。（同館ＨＰより）
一般＝900円／大高生＝700円／小・中学生500円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「戦後70年：もうひとつの1940年代美術」
10月31日（土）〜12月23日（水・祝）
　未曾有の世界大戦の戦時下から敗戦、戦後復興・再生という道筋
を歩んだ日本社会の中で、美術家たちがどのような作品を作り続け
たか。県出身画家や女性画家を軸に振り返る。（同館ＨＰより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
I
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉	

情
報
機
器
を
用
い
て
魔
法
の
よ
う
な
世
界
を
作
り
出
す
技
術

「A
R
=
A
ugm

ented	R
eality

」が
最
近
人
気
、日
本
語
で
は
？

1.
2.
3.
4.
5.
6.
11.
13.
15.
16.
18.
20.
22.
24.

1.
3.
7.
8.
9.
10.
12.
14.
17.
19.
21.
23.
25.
26.
27.

秋の天空高くたなびく○○○雲、ウロコ雲とも言います。
車庫を英語で言うと？
野球などの試合経過を記録する○○○ブック
資本が取り引きされる場、資本の供給者の側からみた概念
ことわざ「○○を聞いて十を知る」
54年ぶりにアメリカと国交を回復した国は？
中国風の文字をうまく書く人を○○○○書きと言う
横綱が○○下相手に稽古をつける
たしかな証拠。「○○○○○はないけどあいつは出世するね」
民族や宗教、また国境を巡って世界中で紛争が○○○○している
「君の話はどうにも○○○○が合ってないね」などと
ライ麦、トウモロコシを原料とする蒸留酒のひとつ
忘れ物に気づき、○○○を返して取りに戻る
北陸新幹線で一気に観光客増加の石川県。古名は？

秋の味覚のひとつ栗、外を覆っているのは？
「賃上げや待遇改善をめぐって組合が○○○○○に突入した」などと
秋の花のひとつ「吾亦紅」、何と読む？
病気やケガが治ること
タツのオトシゴの英語は名は「○○ホース」と言います
漢字では「海驢」と書く海獣。オットセイ、トド、オタリアなどと同じ科
寿司屋や魚料理店のメニューでこう書かれていると、つい遠慮しがちに
高原の林に似合う○○○○やカラマツ
野球の試合で「0-18の○○○○○的惨敗」などと
ことわざ「○○も鳴かずば打たれまい」
英語で「コモンセンス」、日本語では○○○○○とか良識的と訳される
よく知らないのに知ったふりをする人
本格的交渉の前に、一度○○交渉して感触を確かめる
沖縄では洞窟などをこう言います
薬を開発する時に人体に適用する前の実験に使われている小動物

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

コ
ウ
シ
ョ
ク
セ
ン
キ
ョ
ホ
ウ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
9
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
治
初
期
の
台
湾
出
兵
か
ら
現
在
ま

で
、
日
本
の
新
聞
が
ど
の
よ
う
に
自
国

の
戦
争
を
取
材
し
、
報
道
し
て
き
た
か

を
検
証
し
た
本
で
す
。
著
者
は
元
毎
日

新
聞
記
者
で
あ
り
、
自
ら
の
反
省
も
込

め
て
、
厳
し
い
目
で
丹
念
に
過
去
の
報

道
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。
戦
前
の
新
聞

が
い
か
に
政
府
や
軍
部
の
お
先
棒
を
担

ぎ
、
時
に
は
戦
争
を
煽
り
た
て
て
き
た

か
、
著
者
の
筆
先
は
容
赦
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

通
読
す
る
と
、
新
聞
こ
そ
政
府
や

軍
部
の
最
大
の
戦
争
協
力
者
で
あ
り
戦

犯
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
感
想

さ
え
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

そ
れ
で
も
著
者
は
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に

期
待
し「
新
聞
は
今
こ
そ『
公
器
』を
名

乗
る
が
よ
い
」と
い
う
言
葉
で
本
書
を

結
ん
で
い
ま
す
。
近
現
代
史
を
見
つ
め

な
お
し
た
い
人
に
、
ぜ
ひ
。

『
戦
争
と
新
聞
』

鈴
木
健
二［
著
］

ち
く
ま
文
庫

８
０
０
円
＋
税



30

19 September 2015 18

九
月
二
十
日（
日
）

生
子
神
社
の
泣
き
相
撲（
鹿
沼
市
）

　
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
奇
祭
。

安
産
と
子
育
て
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
。
一、

二
歳
の
幼
児
を
抱
き
か
か
え
た
力
士
姿
の
氏

子
が
、
東
西
に
わ
か
れ
掛
け
声
と
と
も
に
幼

児
を
頭
上
高
く
三
回
抱
き
上
げ
る
。
か
つ
て

は
、
先
に
泣
い
た
方
が
勝
ち
と
な
っ
た
が
、

今
は
両
方
に
勝
ち
ど
き
が
あ
が
る
。
参
加
者

は
事
前
申
込
。
雨
天
決
行
。

九
月
二
十
日（
日
）

中
村
八
幡
宮
例
大
祭（
真
岡
市
）

　
元
文
元（
一
七
三
六
）年
に
参
勤
交
代
の
際
、

当
時
の
伊
達
藩
主
・
伊
達
吉
村
が
神
馬
を
奉

納
し
、
例
大
祭
の
折
、
若
者
が
弓
の
腕
前
を

競
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
。

陣
太
鼓
の
合
図
で
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
参

道
を
疾
走
し
、
馬
上
か
ら
的
を
射
抜
く
流
鏑

馬
が
見
ど
こ
ろ
。
参
道
で
は
神
輿
渡
御
も
行

わ
れ
る
。

　
九
月
二
十
日（
日
）～
二
十
六
日（
土
）

岩
船
山
高
勝
寺
大
縁
日（
栃
木
市
岩
舟
）

　「
関
東
の
高
野
山
」と
称
さ
れ
、
日
本
三
大

地
蔵
第
一
の
霊
場
と
呼
ば
れ
る
岩
船
山
高
勝

寺
。
子
授
、
子
育
、
安
産
を
願
う
地
蔵
信
仰

で
知
ら
れ
、
彼
岸
に
は
県
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

十
月
十
日（
土
）～
十
一日（
日
）

鹿
沼
ぶ
っ
つ
け
秋
祭
り（
鹿
沼
市
）

　
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

鹿
沼
今
宮
神
社
の
例
大
祭
。
各
町
か
ら
絢
爛

豪
華
な
彫
刻
屋
台
二
十
六
台
が
曳
き
出
さ
れ
、

市
内
を
練
り
歩
く
。
交
差
点
な
ど
で
屋
台
が

向
き
合
い
お
囃
子
を
競
演
す
る「
ぶ
っ
つ
け
」

が
見
物
。
鹿
沼
秋
の
風
物
詩
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

宇
都
宮
市
内
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財

の
民
家
が
二
軒
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
J
R

宇
都
宮
駅
前
の
篠
原
家
住
宅
で
あ
り
、
も

う 

一つ
が
下
岡
本
の
岡
本
家
住
宅
で
あ
る
。

岡
本
家
は
、
宇
都
宮
市
の
北
東
部
に
位
置

し
、
鬼
怒
川
沿
岸
の
肥
沃
な
沖
積
地
上
に

あ
る
。
宅
地
の
正
面
に
長
屋
門
が
建
ち
、

主
屋
を
中
心
に
石
蔵
や
木
蔵
な
ど
を
配

し
、
背
後
に
鬱う

っ
そ
う蒼
と
し
た
屋
敷
林
が
囲
む
。

そ
の
屋
敷
構
え
は
、
こ
の
地
が
豊
か
な
地

で
あ
り
、
か
つ
岡
本
家
が
経
済
的
に
豊
か

な
上
層
農
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　

岡
本
家
住
宅
と
し
て
主
屋
な
ら
び
に
長

屋
門
が
国
か
ら
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受

け
た
の
は
、
昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）年

四
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
建
造

物
の
重
要
文
化
財
と
い
え
ば
神
社
仏
閣
や

城
郭
等
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
経
済
・
文
化

の
発
展
を
受
け
、
民
家
も
わ
が
国
の
歴
史

文
化
を
伝
え
る
上
で
貴
重
で
あ
る
と
い
う

機
運
が
盛
り
上
が
り
指
定
さ
れ
た
。
岡
本

家
住
宅
の
指
定
は
そ
の
最
初
期
の
も
の
で

あ
る
。

　

岡
本
家
は
下
岡
本
の
旧
家
で
庄
屋
格
組

頭
と
伝
え
ら
れ
、
主
屋（
以
下
、
岡
本
家
住

宅
）は
細
部
手
法
か
ら
十
八
世
紀
後
半
頃
に

建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
岡
本
家

住
宅
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

「
前
後
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
前
後
二
つ

の
棟
を
食
い
違
い
に
配
し
、
屋
根
は
茅
葺
で

棟
を
平
行
に
並
べ
、
そ
の
間
は
短
い
棟
で
繋

が
れ
て
い
る
。
岡
本
家
住
宅
は
折
れ
曲
っ
た

特
色
あ
る
形
式
を
も
ち
、
こ
の
種
民
家
の

中
で
は
古
い
例
で
あ
り
、
こ
の
地
方
の
民
家

を
知
る
上
で
重
要
な
違
例
で
あ
る
」と
重
文

指
定
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
前
後
二
つ
の
棟

が
食
い
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
棟
の
民
家
は
、
全

国
的
に
は
栃
木
県
東
南
部
一
帯
に
し
か
見

ら
れ
な
い
特
異
な
民
家
で
あ
る
。
な
お
、

岡
本
家
と
同
じ
く
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
市
貝
町
の
入
野
家
住
宅
も
岡
本
家
と

同
じ
作
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
食
い
違
い
棟
の
民
家
は
、
い
ず

れ
も
江
戸
時
代
岡
本
家
と
同
じ
く
庄
屋
な

い
し
は
庄
屋
格
等
の
上
層
農
民
の
家
で
あ

る
。
そ
し
て
上
層
農
民
の
経
済
力
を
示
す

よ
う
に
、
い
ず
れ
も
規
模
が
大
き
い
。
ち

な
み
に
岡
本
家
住
宅
は
、
建
坪
約
七
十
坪

（
二
三
一㎡
）で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
庄
屋
格

等
上
層
農
民
は
、
支
配
者
役
人
等
を
迎
え

る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
食
い
違
い
棟
の
民

家
は
、
そ
う
し
た
賓
客
対
応
の
一つ
と
し
て

考
え
出
さ
れ
た
造
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　

岡
本
家
住
宅
の
場
合
、
前
面
は
玄
関

（
式
台
）、
広
間
、
中
の
間
、
奥
座
敷
、

控
え
の
間
等
、
賓
客
対
応
の
部
分
か
ら
な

り
、
一
方
、
後
部
は
下
手
に
土
間
お
よ
び

台
所
、
馬
屋
を
取
り
、
こ
の
土
間
に
は
囲

炉
裏
を
切
っ
た
板
の
間
を
配
し
、
上
手
に

は
大
広
間
、
納
戸
等
の
居
間
、
寝
室
を

配
す
る
家
人
の
日
常
生
活
部
分
か
ら
な

る
。
こ
う
し
た
部
屋
の
配
置
に
対
応
す
る

よ
う
に
賓
客
の
出
入
り
は
、
玄
関
か
ら
控

え
の
間
、
奥
座
敷
へ
、
家
人
な
ど
の
出
入

り
は
、
土
間
部
分
に
設
け
た
出
入
り
口
か

ら
行
わ
れ
た
。
岡
本
家
住
宅
は
、
前
面

の
特
に
東
側
の
賓
客
に
対
応
し
た「
公
」の

空
間
と
、
後
部
の
特
に
西
側
の「
私
」の
日

常
生
活
空
間
と
、
明
瞭
に
区
分
け
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

岡
本
家
住
宅
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
を
受
け
軸
部
が
破
損
し
、
そ
の
上

反
時
計
回
り
に
傾
い
た
。
そ
の
後
、
災
害

普
及
に
関
す
る
国
庫
補
助
金
等
を
得
て
、

平
成
二
十
六
年
十
二
月
、
全
盛
期
の
姿
を

取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
岡
本
家
住
宅

は
、
栃
木
県
固
有
の
民
家
で
あ
る
と
と
も

に
栃
木
県
を
代
表
す
る
民
家
で
も
あ
る
。

ふ
る
里
の
宝
よ
永
遠
な
れ
、
大
切
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
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 主屋間取り

岡本家住宅主屋

「重要文化財岡本家住宅」
食い違い棟は、公私の区別から

(写真提供：柏村祐司 『栃木の祭り』より)
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宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
き
ら
り
大
賞
」  

宇
都
宮
市
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
の
募
集

　

宇
都
宮
市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
者
を
表
彰
す
る
、
男
女
共
同
参

画
推
進
事
業
者
表
彰「
き
ら
り
大
賞
」を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
対
象
】

次
の
よ
う
な
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
、
特
長
の
あ
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
民
間
の
事
業
者  

①
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
活
用
や

女
性
の
職
域
拡
大
の
た
め
の
積
極
的

な
取
り
組
み  

②
仕
事
と
家
庭
生
活
、
そ
の
他
の
活
動

と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
積
極

原
則
１
年
間
、
時
短
勤
務
は
子
が
４
年

生
に
な
る
ま
で
取
得
を
可
能
に
す
る
な

ど
、
法
令
以
上
の
制
度
が
拡
充
し
て
い

ま
す
。

◎「
女
性
活
躍
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」の
指
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
の
研
修「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
女
性
塾
」を
実

施
す
る
な
ど
、
女
性
管
理
職
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

◎
働
き
や
す
い
柔
軟
な
職
場
環
境
の
創
出

　

子
育
て
期
に
お
い
て
、
正
社
員
か
ら

パ
ー
ト
社
員
、
パ
ー
ト
社
員
か
ら
正
社

的
な
取
り
組
み 

③
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
、
ま
た
は

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進  

④
そ
の
ほ
か
、
男
女
が
共
に
参
画
で
き

る
環
境
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み

【
申
込
】

10
月
１
日（
木
）か
ら
市
役
所
男
女
共
同

参
画
課（
市
役
所
２
階
）に
置
い
て
あ
る

応
募
用
紙（
宇
都
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

男
女
共
同
参
画
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

10
月
１
日（
木
）か
ら
10
月
30
日（
金
）

（
必
着
）

【
そ
の
他
】　

「
き
ら
り
大
賞
」と
し
て
表
彰
し
た
事
業
者

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
市
広

報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
男
女
共
同
参
画

情
報
誌
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
支
援
す

る
制
度
等
の
拡
充

　

育
児
休
業
は
子
が
３
歳
未
満
ま
で
に

員
と
い
う
よ
う
に
、
働
き
方
が
柔
軟
に

変
更
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

◎
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
躍
支
援

　

資
格
取
得
や
研
修
参
加
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
資
格
手
当
の
支
給

や
参
加
費
補
助
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問合せ

宇
都
宮
市
男
女
共
同
参
画
課
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問合せ

宇
都
宮
市
保
健
所
健
康
増
進
課

健
康
診
査
グ
ル
ー
プ
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平
成
28
年
度

健
診
Ｐ
Ｒ
応
援
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

宇
都
宮
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
お
い

て
、
市
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
等
各
種
健
診
の
受
診
者
に
対

し
、
商
品
の
割
引
な
ど
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
、
店
内
等
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
等（
健
診

Ｐ
Ｒ
応
援
企
業
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】　

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）ま
で

【
申
請
方
法
】　

　

健
診
Ｐ
Ｒ
応
援
企
業
登
録
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
宇
都
宮
市
保
健
所
健

康
増
進
課
に
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
込
書
は
、
健
康
増
進
課
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
宇
都
宮
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。「
健
診

Ｐ
Ｒ
応
援
企
業
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

平成２６年度きらり大賞表彰式の様子

株式会社東武宇都宮百貨店
ＴＯＢＵ女性塾　百貨店女性社員交流セミナーの様子

有限会社荻原会計事務所
皆で協力しています

平
成
26
年
度「
き
ら
り
大
賞
」受
賞
企
業

株
式
会
社
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

有
限
会
社
荻
原
会
計
事
務
所
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◎
鬼
あ
ら
れ

　 

贈
答
缶
入  

1
、1
5
5
円（
税
込
）

雷都物語「鬼あられ」を持つ山田行彦社長

日光、鬼怒川方面への観光客で毎日にぎわう店舗

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
に
は
、

年
間
50
万
人
以
上
が
来
店
！

　

お
せ
ん
べ
い
は
、
日
本
人
に
と
っ
て「
心
の
ふ
る
さ
と
」の
よ
う
な
お
菓
子
で

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
お
せ
ん
べ
い
が
苦
手
と
い
う
人
は
あ
ま
り
い
な

い
で
し
ょ
う
。
栃
木
県
の
お
せ
ん
べ
い
の
味
を
受
け
継
ぐ
企
業
の
一
つ
、
丸
彦

製
菓
株
式
会
社
の
山
田
行
彦
社
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

昭
和
２（
１
９
２
７
）年
、先
代
社
長・

山
田
哲
蔵
氏
が
創
業
し
た
丸
彦
製
菓

㈱
。
当
時
は
焼
き
菓
子
製
造
で
し
た
。

現
在
の
米
菓
に
方
向
転
換
し
た
の
は
、

昭
和
39（
１
９
６
４
）年
の
こ
と
。
消
費

者
の
嗜
好
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
思
い

切
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
が
、
結
果
は

大
成
功
で
し
た
。

　
「
も
と
も
と
栃
木
県
は
米
菓
が
盛
ん

だ
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
は
徐
々
に
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
に
は

米
菓
メ
ー
カ
ー
が
約
２
、５
０
０
社
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
約
７
割
は
新
潟
県
に
集

中
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
生
き
残

る
た
め
の
選
択
の
１
つ
が
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）年
に
行
わ
れ
た
創
業
の
地・

宇
都
宮
市
か
ら
現
在
地
へ
の
工
場
移
転

と
、
敷
地
内
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「
名

水
の
郷　

日
光
お
か
き
工
房
」
の
併
設

で
し
た
。

　

衛
生
管
理
、
安
全
管
理
を
徹
底
し

た
工
場
は
自
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
人
間
で
な
く
て
は
で
き
な
い
作
業

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
機
械

の
共
同
作
業
が
、
同
社
の
お
い
し
い
米

菓
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。
全
国

の
需
要
に
応
え
る
た
め
一
部
は
24
時

間
体
制
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
「
工
場
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。
日
光
の
す
ば
ら
し
い
自
然
や

水
に
魅
せ
ら
れ
て
移
転
し
て
き
た
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
壊
す
よ
う
な
工
場

に
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
話

す
山
田
社
長
。
例
え
ば
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
導
入
し
た
り
、
空
調
を
ガ
ス
で
ま

か
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
を

約
25
％
削
減
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
品
質
や
味
への
こ
だ
わ

り
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
コ
ス
ト
削
減

は
大
命
題
で
す
が
、
そ
れ
で
味
を
落

と
し
て
し
ま
っ
て
は
、
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
山
田
社
長
は
力
説
し
ま
す
。

「
原
料
は
国
産
米
、
で
き
る
か
ぎ
り

県
産
米
を
使
用
し
、
製
造
工
程
も
大

手
の
主
流
で
あ
る
練
り
機
で
は
な
く
、

餅
つ
き
製
法
を
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

約
50
種
類
の
商
品
は
す
べ
て
自
社
製
造

で
、
委
託
製
造
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
丸
彦
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
は
、
す
べ
て

自
分
た
ち
で
て
い
ね
い
に
作
っ
た
も
の
で

す
」
と
静
か
に
話
す
山
田
社
長
の
言

葉
に
は
、
米
菓
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇

り
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「
日
光
お
か
き
工

房
」
に
は
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
同
店
で
は
直
販

の
ほ
か
に
手
焼
き
せ
ん
べ
い
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
無
料
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
工

場
見
学
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
ま
さ
に

「
お
せ
ん
べ
い
尽
く
し
」。
人
気
は
高

ま
る
一
方
で
、
年
間
50
万
人
以
上
が

来
店
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
４
月

に
は
日
光
市
今
市
地
区
市
街
地
の「
日

光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
」
に
も
出
店
し
、

フ
ァ
ン
層
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
光
市
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
雷

都
物
語
に
は
強
い
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
新
し
い
商
品
の
導
入
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

宇都宮の香りと
真心をこめて

丸彦製菓株式会社
代表取締役  山田  行彦

本社／栃木県日光市芹沼1989-1
☎ 0288-31-1607
50288-21-7412

http://www.maruhikoseika.co.jp

県産のもち米を独自の
製法でカリッと仕上げた
「鬼 あられ」は、もち
米の風味とピーナツの香
りがあいまった小粒タイ
プです。

自動化が進む工場も、肝心なところは人間がていねいに作業

丸彦製菓株式会社



商
工
会
議
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活
用
レ
シ
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　「マイナンバー制度」の対策は進んでいます
か？
　さまざまな調査結果を見ても「知らない」や

「知っているが対策をしていない」の回答が多
数を占め、10月のマイナンバー通知を前に不安感が漂っ
ています。セキュリティ対策や管理方法の徹底など取り組
むべき課題は多々あります。もし、対策が進んでいない企
業がありましたら当所までご相談ください。今できること
から一緒に考えていきましょう。（中山）

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　MITO

9月
September

MAEBASHI

学生時代からの友人同士という、和氣悟志社長（左）
と堀江雅人常務（右）。息もぴったりです。
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日
本
百
名
山「
赤
城
山
」の
山
頂

付
近
、
赤
城
大
沼
に
突
き
出
し
た

小
鳥
ヶ
島
に
鎮
座
す
る
赤
城
神
社

に
お
い
て
、
五
穀
豊
穣
と
国
内
の

平
和
と
安
全
を
祈
願
し
、
そ
し
て

秋
の
恵
み
の
収
穫
に
感
謝
す
る
例

祭
が
毎
年
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

流
鏑
馬（
や
ぶ
さ
め
）や
武
者

行
列
、
居
合
抜
刀
術
な
ど
の
奉
納

武
道
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
で
あ
る

安
来
節
、
八
木
節
、
赤
城
太
鼓
も

披
露
さ
れ
ま
す
。
華
麗
で
迫
力

の
あ
る
演
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

水
戸
市
の
偕
楽
園
で
は
、
毎
年

秋
に「
水
戸
の
萩
ま
つ
り
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

偕
楽
園
の
萩
は
、
水
戸
藩
第
９

代
藩
主
徳
川
斉
昭
公（
第
15
代
将

軍
徳
川
慶
喜
公
の
父
）が
伊
達
藩

か
ら
譲
り
受
け
、
偕
楽
園
創
設
と

と
も
に
園
内
に
植
え
た
も
の
で
、

宮
城
野
萩
を
中
心
に
白
萩
・
山
萩
・

丸
葉
萩
な
ど
、
総
株
数
約
７
５
０

株
が
咲
き
競
い
ま
す
。

　
「
中
秋
の
名
月
」に
あ
た
る
９
月

27
日
に
は
、
偕
楽
園
を
午
後
９
時

ま
で
特
別
開
放
。
好
文
亭
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
、
合
同
野
点
茶
会
、

神
楽
舞
・
雅
楽
演
奏
会
な
ど
、
秋

〈
日
時
〉 

10
月
12
日（
月
・
祝
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

〈
会
場
〉 

赤
城
神
社
境
内

※
演
舞
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
赤
城

神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

の
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
月
見
の
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

〈
期
間
〉 

９
月
23
日（
水
）ま
で

※
中
秋
の
名
月「
月
見
の
会
」は
、

　

９
月
27
日（
日
）

〈
会
場
〉 

偕
楽
園

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

株式会社アクシス
代表取締役　和氣悟志
宇都宮市双葉1-2-1
☎028-688-8390
5028-688-8392
http://www.sixa.jp

ま
で
に
70
社
の
導
入
を
目
標
と
し
、
全
国

シェア
No,
1
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
は
、
厳

し
い
管
理
体
制
を
要
求
さ
れ
る
医
薬
品
卸

売
事
業
者
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
等
に

つ
い
て
多
く
相
談
を
受
け
た
事
を
き
っ
か
け

に
「
I
T
活
用
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
脅
威
か
ら
中
小
企
業
を
守
り
強
く
し

た
い
」
と
い
う
想
い
が
形
に
な
っ
た
事
業
で

あ
り
、
既
存
の
取
引
先
や
商
工
会
議
所
会

員
の
方
を
中
心
に
事
業
運
営
に
お
け
る
脅

威
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
案
を
提
示
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
に
は
、
会
報
「
天
地
人
」
へ

の
チ
ラ
シ
折
り
込
み
や
各
種
補
助
金
申
請
、

専
門
家
派
遣
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

力
を
借
り
て
い
ま
す
。青
年
部
に
も
参
加
し
、

人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
ア
ク
シ
ス
は
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
に
創
業
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
会
社
で
す
。
当
社
の
経
営
理
念
に
「
中

小
企
業
を
内
側
か
ら
強
く
す
る
」
と
い

う
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
卸
売
事
業
者
に

と
っ
て
、
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
て
い
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
8
割
と
い
う
目

標
へ
の
業
務
変
革
（
I
T
化
）
は
、
重

要
な
課
題
で
す
。
そ
の
よ
う
な
事
業
者

の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
、
そ
の
想
い
が

形
に
な
っ
た
の
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
卸

売
事
業
者
に
特
化
し
た
業
務
管
理
シ
ス
テ

ム
「
N
e
t
T
y
p
e
（
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
）」

で
す
。
現
在
、
全
国
18
社
で
ご
利
用
頂
い

て
お
り
、
業
務
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
そ
の
製
品
の
優
位
性
が
認
め
ら
れ
、

栃
木
県
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
企
業
の
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
平
成
29
（
2
0
1
7
）
年
10
月

第6回

平成27年度「栃木県フロンティア企業」認証状

赤城神社 秋祭り第48 回 水戸の萩まつり

水戸の萩まつり
http://www.mitokoumon.com/festival/hagi.html

水戸観光協会  ☎029-224-0441

チ
ラ
シ
折
り
込
み
や
企
業
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
、

多
方
面
で
力
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

「
岸
フ
ァ
ミ
リ
ー
」が
オ
リ
オ
ン
賞
を
受
賞
！

今
年
も
華
や
か
に
開
催 「
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
」

　

毎
年
恒
例
の「
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ

り
」が
、
７
月
31
日（
金
）か
ら
８
月
３
日

（
月
）の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
商
店
街
加

盟
店
や
一
般
の
個
人
・
団
体
、
協
賛
企

業
な
ど
が
参
加
し
、
全
42
作
品
が
オ
リ

オ
ン
通
り
を
彩
り
ま
し
た
。

　

８
月
2
日（
日
）に
は
、
オ
リ
オ
ン
通

り
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
オ
リ
オ
ン
賞
に

輝
い
た
の
は
、「
岸
フ
ァ
ミ
リ
ー
」様
で

し
た
。

　

惜
し
く
も
受
賞
を
逃
し
た
一
般
参
加

の
皆
さ
ま
に
は
、（
協
）宇
都
宮
餃
子
会

様
か
ら
参
加
賞
と
し
て「
宇
都
宮
餃
子

食
べ
歩
き
券
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
コ
メ
ン
ト
】

岸
フ
ァ
ミ
リ
ー
「
神
輿
の
部
分
は
、
実

物
の
写
真
を
も
と
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

と
紙
で
作
成
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
い

ろ
い
ろ
考
え
て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

オリオン
七夕まつりオリオン賞

宇都宮市長賞

写真1／ 宇都宮市議会議長賞（「ベビーショップカネヤ」の作品）　写真2／ 宇都宮商工会議所会頭賞（「宝
木中学校美術部」の作品）　写真3／ 宇都宮市商店街連盟会長賞（「東峰保育園」の作品）　写真4／ 宇都
宮観光コンベンション協会会長賞（「認定しらゆりこども園」の作品）

1 2

43

◎オリオン賞

岸ファミリー
◎宇都宮市長賞

さくらが丘幼稚園

◎宇都宮市議会議長賞
ベビーショップカネヤ

◎宇都宮商工会議所会頭賞
宝木中学校美術部

◎宇都宮市商店街連盟会長賞
東峰保育園

◎宇都宮観光コンベンション協会会長賞
認定しらゆりこども園

○優秀賞
下野新聞社宇都宮まちなか支局

東武宇都宮百貨店
松ヶ峰幼稚園

岡本駅前一区歩好会手作り工房匠塾
緑が丘放課後子ども教室

○努力賞
伊東文化幼稚園

岡本駅前一区歩好会手作り工房
匠塾撫子グループ
さわやかすずめのみや

花久
宇都宮餃子館

平成27年度
オリオン七夕まつり審査結果

〈 受賞作品 〉
（敬称略）

オリオン七夕まつり実行委員会（宇都宮商工会議所地域振興部内）  ☎028-637-3131問合せ

「岸ファミリー」の作品

「さくらが丘幼稚園」の作品

赤城神社
前橋市富士見町赤城山4-2  ☎027-287-8202

http://www.akagijinja.jp



★毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課税対象所得400万円の方なら、
　約11万円の節税になります。（左図は確定申告書の記載例）

掛金は
損金もしくは
必要経費に
算入できます

掛金は
全額所得
控除

回収困難となった売掛金（被害額）
相当の資金を調達できます。
（最高8,000万円まで）

「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。
「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。 当面の資金繰りに

役立ち、自社と社
員を守れます。

当面の資金繰りに
役立ち、自社と社
員を守れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。 現役引退後の安心した

生活設計が図れます。
現役引退後の安心した
生活設計が図れます。


